
１　．　
は　
じ　
め　
に　

２　
０　
０　
７　
年　
４　
月　
3  0  
日　
に　
、　
米　
国　
連　

邦　
最　
高　
裁　
判　
所　
（　

、　
以　
下　
「　
連　

邦　
最　
高　
裁　
」　
と　
い　
う　
。　）　
が　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
事　

件
に
つ
い
て
判
決
（

）　

を　
下　
し　
て　
以　
来　
、　
本　
稿　
執　
筆　
時　
点　
で　
約　

半　
年　
が　
経　
過　
し　
た　
。　

周　
知　
の　
通　
り　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
で　
連　
邦　

最　
高　
裁　
は　
、　
連　
邦　
巡　
回　
控　
訴　
裁　
判　
所　

（

、　
以　
下　
「　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
」　

と
い
う
。）
の
「
非
自
明
性
（

）　」　
に　
関　
す　
る　
判　
断　
基　

準　
で　
あ　
る　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
の　
適　
用　
の　
あ　

り　
方　
を　
批　
判　
し　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
事　
件　
に　
つ　
い　

て　
の　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
判　
断　
を　
破　
棄　
し　
た　
。　

結　
論　
は　
あ　
る　
程　
度　
予　
測　
さ　
れ　
て　
は　
い　

た　
も　
の　
の　
、　
こ　
の　
連　
邦　
最　
高　
裁　
の　
判　
断　

は　
、　
米　
国　
の　
特　
許　
実　
務　
に　
関　
わ　
る　
全　
て　

の　
企　
業　
・　
学　
者　
・　
実　
務　
家　
の　
強　
い　
関　
心　

を　
引　
い　
た　
の　
み　
な　
ら　
ず　
、　
米　
国　
で　
多　
数　

の　
特　
許　
出　
願　
を　
行　
い　
、　
少　
な　
か　
ら　
ぬ　
数　

の　
米　
国　
特　
許　
出　
願　
・　
訴　
訟　
を　
抱　
え　
る　
日　

本　
企　
業　
の　
関　
係　
者　
の　
注　
目　
を　
大　
い　
に　
引　

き　
付　
け　
た　
。　

約　
半　
年　
が　
経　
過　
し　
た　
現　
在　
、　
全　
て　
の　

人　
の　
関　
心　
は　
、　
何　
よ　
り　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　

（　
特　
に　
断　
ら　
な　
い　
限　
り　
、　
連　
邦　
最　
高　
裁　

判　
決　
を　
示　
す　
）　
を　
受　
け　
て　
今　
後　
の　
Ｃ　
Ａ　

Ｆ　
Ｃ　
の　
判　
断　
基　
準　
・　
判　
断　
内　
容　
・　
判　
断　

結　
果　
が　
ど　
う　
変　
わ　
っ　
て　
く　
の　
か　
、　
米　
国　

特
許
商
標
庁
（

）　

に　
対　
す　
る　
特　
許　
出　
願　
手　
続　
に　
ど　
う　
影　
響　

す　
る　
の　
か　
、　
と　
い　
う　
点　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
そ　

こ　
で　
本　
稿　
で　
は　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
自　
体　
に　

つ　
い　
て　
は　
ポ　
イ　
ン　
ト　
の　
紹　
介　
に　
留　
め　
、　

Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
裁　
判　
例　
を　
中　
心　
に　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　

判　
決　
以　
降　
の　
展　
開　
を　
概　
観　
し　
、　
日　
本　
企　

業　
が　
今　
後　
留　
意　
す　
べ　
き　
こ　
と　
を　
検　
討　
し　

て　
み　
た　
い　
。　

２　．　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　

(  1  )  

Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　

Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
の　
事　
案　
内　
容　
、　
具　
体　
的　

な　
非　
自　
明　
性　
の　
判　
断　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
日　

本　
で　
も　
既　
に　
多　
く　
の　
論　
稿　
に　
よ　
っ　
て　
詳　

細　
な　
検　
討　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
、　
本　

稿　
は　
、　
も　
っ　
ぱ　
ら　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
に　
関　

す　
る　
連　
邦　
最　
高　
裁　
の　
考　
え　
方　
の　
み　
を　
取　

り　
上　
げ　
る　
（　
注　
１　
）　。　

Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
は　
、　
少　
な　
く　
と　
も　
Ｋ　
Ｓ　

Ｒ　
事　
件　
に　
対　
す　
る　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　

テ　
ス　
ト　
の　
適　
用　
の　
あ　
り　
方　
を　
批　
判　
し　
て　

い　
る　
が　
、　
そ　
も　
そ　
も　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
と　

は　
何　
か　
。　Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
を　
引　
用　
す　
る　
と　
、　

Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
と　
は　
、　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
前　

身　
で　
あ　
る　
連　
邦　
関　
税　
特　
許　
控　
訴　
裁　
判　
所　

（　

）
が
古
く
は

判
決

（　
注　
２　
）　
に　
お　
い　
て　
言　
及　
し　
た　
非　
自　
明　
性　
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に　
関　
す　
る　
「　
有　
益　
な　
考　
察　
（　

）　」　
で　
、　
既　
存　
技　
術　
の　
組　
み　
合　

わ　
せ　
が　
自　
明　
で　
あ　
る　
と　
い　
う　
た　
め　
に　

は　
、　
既　
知　
の　
要　
素　
を　
組　
み　
合　
わ　
せ　
る　
こ　

と　
に　
つ　
い　
て　
教　
示　
（　

）　、　
示　

唆　
（　

）　、　
ま　
た　
は　
動　
機　
付　

け　
（　

）　
の　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
を　

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

）　、　
と　
い　
う　
も　
の　

で　
あ　
る　
（　
注　
３　
）　。　
上　
記　
３　
要　
素　
の　
頭　
文　

字　
を　
と　
っ　
て　
、　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
と　
呼　
ば　

れ　
て　
い　
る　
。　
な　
お　
、　
日　
本　
で　
は　
時　
に　
誤　

解　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
が　
あ　
る　
が　
、　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　

ス　
ト　
は　
、　
連　
邦　
最　
高　
裁　
が　
定　
立　
し　
た　
も　

の　
で　
は　
な　
い　
。　
ま　
た　
、　
非　
自　
明　
性　
に　
つ　

い　
て　
の　
連　
邦　
最　
高　
裁　
の　（　
現　
在　
も　
な　
お　
）　

リ　
ー　
デ　
ィ　
ン　
グ　
・　
ケ　
ー　
ス　
で　
あ　
り　
、　
Ｋ　

Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
で　
も　
明　
示　
的　
に　
引　
用　
さ　
れ　
て　

い　
る　
グ　
ラ　
ハ　
ム　
判　
決　
（　

）　
が　
Ｔ　

Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
を　
定　
立　
し　
た　
も　
の　
で　
も　
な　

い　
。　(  2  )  

連　
邦　
最　
高　
裁　
の　
判　
断　

連　
邦　
最　
高　
裁　
は　
、　
上　
記　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　

ト　
は　
有　
益　
な　
考　
察　
で　
あ　
る　
も　
の　
の　
、　
こ　

れ　
を　
厳　
格　
に　
適　
用　
し　
た　
り　
必　
須　
の　
も　
の　

と　
扱　
っ　
た　
り　
す　
る　
こ　
と　
は　
、　
最　
高　
裁　
判　

例
に
反
す
る
と
し
た
（

）　

（　
注　
４　
）　。　
そ　
し　
て　
、　
教　
示　
・　
示　
唆　
・　
動　

機　
付　
け　
と　
い　
っ　
た　
概　
念　
を　
形　
式　
的　
に　
の　

み　
捉　
え　
た　
り　
、　
お　
よ　
び　
技　
術　
文　
献　
な　
ら　

び　
に　
先　
行　
特　
許　
の　
み　
を　
重　
視　
し　
た　
り　
し　

て　
は　
な　
ら　
ず　
、　
通　
常　
の　
過　
程　
（　

）　
で　
生　
じ　
う　
る　
、　
真　
の　

発　
明　
を　
伴　
わ　
な　
い　
進　
展　
（　

）　

に　
対　
し　
て　
特　
許　
を　
付　
与　
す　
る　
こ　
と　
は　
、　

進　
歩　
（　

）　
の　
妨　
げ　
と　
な　
る　
、　

と　
も　
述　
べ　
た　
。　

ま　
た　
、　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
が　
適　
用　
し　
て　
き　
た　

Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
自　
体　
は　
、　
最　
高　
裁　
の　
グ　

ラ　
ハ　
ム　
判　
決　
の　
考　
え　
方　
と　
必　
ず　
し　
も　
矛　

盾　
す　
る　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
が　
、　
も　
し　
Ｋ　
Ｓ　

Ｒ　
事　
件　
に　
お　
け　
る　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
判　
断　
の　

よ　
う　
に　
、　
一　
般　
原　
則　
を　
厳　
格　
な　
ル　
ー　
ル　

に　
衣　
替　
え　
し　
よ　
う　
と　
す　
る　
な　
ら　
誤　
り　
で　

あ　
る　
と　
し　
た　
。　

さ　
ら　
に　
、　
非　
自　
明　
性　
の　
判　
断　
の　
基　
準　

と　
な　
る　
「　
通　
常　
の　
技　
能　
を　
有　
す　
る　
者　
」　

と　
は　
、　
同　
時　
に　
「　
通　
常　
の　
創　
造　
性　
も　
有　

す　
る　
者　
で　
あ　
っ　
て　
、　
ロ　
ボ　
ッ　
ト　
で　
は　
な　

い　
（　

）　」　
こ　

と　
、　
ま　
た　
「　
試　
み　
る　
の　
が　
自　
明　

（　

）　」　
の　
場　
合　
に　
も　
自　

明　
性　
が　
認　
め　
ら　
れ　
る　
場　
合　
の　
あ　
る　
こ　
と　

が　
明　
確　
に　
さ　
れ　
た　
。　

上　
記　
の　
背　
景　
お　
よ　
び　
論　
旨　
か　
ら　
明　
確　

に　
言　
え　
る　
こ　
と　
、　
第　
一　
に　
、　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　

ス　
ト　
自　
体　
は　
も　
と　
も　
と　
連　
邦　
最　
高　
裁　
の　

定　
立　
し　
た　
ル　
ー　
ル　
で　
は　
な　
く　
、　
連　
邦　
最　

高　
裁　
が　
非　
自　
明　
性　
に　
つ　
い　
て　
の　
考　
え　
方　

を　
転　
換　
し　
た　
わ　
け　
で　
は　
な　
い　
こ　
と　
、　
第　

二　
に　
、　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
自　
体　
は　
否　
定　
さ　

れ　
た　
わ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
む　
し　
ろ　
「　
有　
益　

な　
視　
点　
」　と　
評　
価　
さ　
れ　
て　
い　
る　
わ　
け　
で　
、　

今　
後　
も　
教　
示　
・　
示　
唆　
・　
動　
機　
付　
け　
と　
い　

っ　
た　
要　
素　
が　
重　
要　
で　
な　
く　
な　
る　
わ　
け　
で　

は　
な　
い　
、　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

他　
方　
で　
興　
味　
深　
い　
の　
は　
、　「　
試　
み　
る　

の　
が　
自　
明　
」　
に　
対　
す　
る　
言　
及　
で　
あ　
る　
。　

Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
は　
、　
従　
来　
「　
試　
み　
る　
の　
が　
自　

明　
」　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
も　
っ　
て　
自　
明　
性　
を　

認　
定　
す　
る　
こ　
と　
に　
謙　
抑　
的　
で　
あ　
っ　
た　
と　

思　
わ　
れ　
る　
。　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
が　
、　
具　
体　
的　

に　
ど　
の　
よ　
う　
な　
場　
面　
で　
「　
試　
み　
る　
の　
が　

自　
明　
」　
基　
準　
を　
用　
い　
よ　
う　
と　
し　
て　
い　
る　

の　
か　
、　
今　
後　
の　
非　
自　
明　
性　
の　
判　
断　
に　
影　

響　
を　
及　
ぼ　
す　
可　
能　
性　
が　
あ　
る　
と　
思　
わ　
れ　

る　
。　

３　．　

米　
国　
特　
許　
商　
標　
庁　
の　
新　

審　
査　
基　
準　

周　
知　
の　
と　
お　
り　
、　
２　
０　
０　
７　
年　
1  0  
月　

1  0  
日　
、　
米　
国　
特　
許　
商　
標　
庁　
は　
、　
新　
た　
な　

審　
査　
基　
準　
「　

に　
つ　
い　

て　
の　
連　
邦　
最　
高　
裁　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
の　
視　
点　

に　
よ　
る　
非　
自　
明　
性　
の　
判　
断　
に　
関　
す　
る　
審　

査　
基　
準　
（　

）　」　
を　
公　
表　
し　
た　
（　
注　
５　
）　。　

Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
以　
降　
、　
非　
自　
明　
性　
の　
実　

体　
的　
な　
レ　
ベ　
ル　
が　
本　
当　
に　
変　
わ　
る　
の　

か　
、　
ま　
た　
ど　
の　
程　
度　
変　
わ　
る　
の　
か　
に　
つ　

い　
て　
は　
、　
後　
述　
す　
る　
よ　
う　
に　
議　
論　
が　
あ　

る　
。　
た　
だ　
し　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
は　
、　
非　
自　

明　
性　
の　
判　
断　
を　
よ　
り　
柔　
軟　
に　
す　
べ　
き　
こ　

と　
を　
明　
言　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
少　
な　

く　
と　
も　
米　
国　
特　
許　
商　
標　
庁　
に　
お　
け　
る　
出　

願　
審　
査　
に　
お　
け　
る　
判　
断　
要　
素　
は　
、　
大　
き　

く　
変　
わ　
ら　
ざ　
る　
を　
得　
な　
い　
。　
同　
庁　
は　
、　

上　
記　
の　
ア　
ナ　
ウ　
ン　
ス　
メ　
ン　
ト　
に　
よ　
り　
率　

直　
に　
そ　
れ　
を　
認　
め　
て　
い　
る　
し　
、　
ま　
た　
同　

庁　
は　
上　
記　
新　
審　
査　
基　
準　
の　
公　
表　
以　
前　
か　

ら　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
に　
従　
っ　
た　
審　
査　
の　
内　
部　

ル　
ー　
ル　
を　
定　
め　
、　
審　
査　
官　
を　
ト　
レ　
ー　
ニ　

ン　
グ　
し　
て　
き　
た　
こ　
と　
も　
公　
表　
し　
て　
き　
て　

い　
た　
。　

具　
体　
的　
に　
は　
、　
ま　
ず　
非　
自　
明　
性　
判　
断　

の　
基　
礎　
は　
上　
記　
グ　
ラ　
ハ　
ム　
判　
決　
に　
あ　

り　
、　
(  1  )  
先　
行　
技　
術　
の　
範　
囲　
の　
画　
定　
、　
(  2  )  

特　
許　
発　
明　
と　
先　
行　
技　
術　
の　
差　
異　
の　
認　

定　
、　
(  3  )  
当　
該　
関　
連　
技　
術　
の　
通　
常　
の　
技　
能　

を　
有　
す　
る　
通　
常　
人　
を　
基　
準　
と　
し　
、　
(  4  )  
客　

観　
的　
証　
拠　
に　
よ　
っ　
て　
判　
断　
す　
る　
べ　
き　
こ　

と　
を　
再　
確　
認　
し　
た　
。　
そ　
の　
上　
で　
、　
自　
明　

で　
あ　
る　
と　
の　
結　
論　
を　
示　
す　
に　
は　
理　
由　
付　

け　
必　
要　
で　
、　
そ　
の　
理　
由　
付　
け　
の　
方　
法　
と　

し　
て　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
を　
用　
い　
る　
こ　
と　
は　

依　
然　
可　
能　
で　
あ　
る　
と　
す　
る　
が　
、　
同　
時　
に　

Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
に　
よ　
ら　
な　
く　
て　
も　
よ　

く　
、　
ま　
た　
従　
来　
か　
ら　
の　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
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を　
廃　
止　
は　
し　
な　
い　
一　
方　
で　
、　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　

ス　
ト　
以　
外　
の　
判　
断　
方　
法　
に　
よ　
る　
こ　
と　
を　

許　
容　
し　
、　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
に　
合　
致　
し　
な　

く　
て　
も　
自　
明　
と　
さ　
れ　
る　
余　
地　
は　
あ　
る　
と　

し　
た　
。　
こ　
れ　
ら　
の　
説　
明　
は　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　

決　
に　
つ　
い　
て　
の　
大　
方　
の　
理　
解　
と　
合　
致　
す　

る　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
と　
い　
え　
よ　
う　
。　

４　．　

米　
国　
特　
許　
商　
標　
庁　
審　
判　

部　
の　
審　
判　
例　

米　
国　
特　
許　
商　
標　
庁　
が　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　

を　
受　
け　
て　
新　
た　
な　
審　
査　
基　
準　
を　
作　
成　
し　

た　
の　
と　
同　
様　
に　
、　
米　
国　
特　
許　
商　
標　
庁　
審　

判　
部　
も　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
を　
受　
け　
た　
新　
た　

な　
先　
例　
と　
な　
る　
べ　
き　
事　
件　
を　
３　
件　
、　
そ　

の　
ウ　
ェ　
ブ　
サ　
イ　
ト　
に　
お　
い　
て　
公　
表　
し　
て　

い　
る　
（　
注　
６　
）　。　

事　
件　
（　
２　
０　
０　

７　
年　
５　
月　
3  1  
日　
）　、　

事　
件　
（　
２　

０　
０　
７　
年　
６　
月　
2  5  
日　
）　
、　
お　
よ　
び　

事　
件　
（　
２　
０　
０　
７　
年　
７　
月　
３　
日　
）　

が　
そ　
れ　
で　
あ　
る　
。　
本　
稿　
で　
は　
、　
紙　
幅　
に　

限　
り　
が　
あ　
る　
た　
め　
こ　
れ　
ら　
の　
案　
件　
の　
詳　

細　
を　
紹　
介　
す　
る　
こ　
と　
は　
で　
き　
な　
い　
が　
、　

早　
期　
に　
公　
表　
さ　
れ　
た　
こ　
れ　
ら　
先　
例　
は　
注　

目　
に　
値　
す　
る　
。　

５　．　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
裁　
判　
例　

(  1  )  

（　
２　
０　
０　
７　

年　
５　
月　
９　
日　
、　
リ　
ー　
プ　
フ　
ロ　

ッ　
グ　
判　
決　
）　

Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
後　
の　
最　
初　
の　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　

判　
決　
と　
し　
て　
注　
目　
さ　
れ　
た　
事　
件　
で　
あ　
る　

（　
注　
７　
）　。　
問　
題　
の　
特　
許　
は　
、　
子　
供　
用　
言　

語　
学　
習　
装　
置　
に　
関　
す　
る　
。　
リ　
ー　
プ　
フ　
ロ　

ッ　
グ　
社　
の　
製　
品　
に　
は　
電　
子　
機　
器　
で　
あ　
る　

音　
声　
発　
生　
部　
が　
組　
み　
込　
ま　
れ　
て　
い　
た　
。　

第　
一　
審　
裁　
判　
所　
は　
、　
先　
行　
技　
術　
で　
あ　
る　

旧　
式　
の　
電　
子　
式　
学　
習　
機　
械　
と　
、　
そ　
れ　
と　

は　
若　
干　
異　
な　
る　
方　
式　
の　
電　
子　
式　
学　
習　
機　

械　
を　
組　
み　
合　
わ　
せ　
、　
一　
般　
に　
理　
解　
さ　
れ　

う　
る　
利　
便　
性　
を　
獲　
得　
す　
る　
た　
め　
に　
電　
子　

部　
品　
を　
用　
い　
る　
こ　
と　
は　
自　
明　
で　
あ　
る　
と　

し　
た　
。　
２　
つ　
の　
先　
行　
技　
術　
の　
組　
み　
合　
わ　

せ　
の　
み　
で　
は　
、　
音　
声　
発　
生　
部　
の　
み　
が　
欠　

け　
て　
い　
た　
が　
、　
音　
声　
発　
生　
部　
自　
体　
は　
よ　

く　
知　
ら　
れ　
た　
技　
術　
で　
あ　
っ　
て　
、　
こ　
れ　
を　

付　
加　
す　
る　
動　
機　
付　
け　
が　
あ　
る　
と　
し　
た　
。　

(  2  )  

（　
２　
０　
０　
７　
年　
３　
月　

2  2  
日　
判　
決　
、　
フ　
ァ　
イ　
ザ　
ー　
Ｉ　

判
決
）
、

（　
２　
０　
０　
７　

年　
５　
月　
2  1  
日　
大　
法　
廷　
再　
審　
理　

申　
立　
却　
下　
、　
フ　
ァ　
イ　
ザ　
ー　
I  I  

判　
決　
）　

判　
決　
自　
体　
は　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
以　
前　
に　

な　
さ　
れ　
て　
い　
た　
が　
、　
再　
審　
理　

（　

）　
の　
申　
立　
が　
な　
さ　
れ　
、　
Ｋ　

Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
以　
後　
に　
同　
申　
立　
が　
却　
下　
さ　
れ　

た　
事　
件　
。　
問　
題　
の　
特　
許　
は　
、　
血　
圧　
降　
下　

剤　
に　
関　
連　
す　
る　
も　
の　
だ　
が　
、　
先　
行　
技　
術　

に　
よ　
っ　
て　
5  3  
種　
の　
塩　
（　

）　
が　
添　
加　

可　
能　
（　

）　
と　
さ　
れ　
て　
い　
た　

も　
の　
の　
う　
ち　
か　
ら　
、　
ど　
れ　
が　
優　
れ　
た　
効　

果　
を　
得　
ら　
れ　
る　
か　
検　
証　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　

っ　
て　
得　
ら　
れ　
た　
も　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
多　
数　

意　
見　
は　
、　
先　
行　
技　
術　
に　
よ　
っ　
て　
予　
測　
さ　

れ　
て　
い　
た　
結　
果　
に　
つ　
い　
て　
単　
に　
検　
証　
し　

た　
だ　
け　
で　
は　
、　
特　
許　
発　
明　
た　
り　
え　
な　
い　

と　
し　
た　
（　
フ　
ァ　
イ　
ザ　
ー　
Ｉ　
判　
決　
）　。　
興　

味　
深　
い　
の　
は　
、　
フ　
ァ　
イ　
ザ　
ー　
I  I  
判　
決　
の　

中　
で　
、　

、　

、　

の　
３　
判　
事　
の　
反　
対　
意　
見　
が　
付　
さ　
れ　
て　
い　

る　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
う　
ち　

判　
事　
は　
、　
フ　
ァ　
イ　
ザ　
ー　
Ｉ　
判　
決　
の　
「　
試　

み　
る　
の　
が　
明　
白　
」　
基　
準　
の　
適　
用　
は　
判　
例　

に　
照　
ら　
し　
誤　
っ　
て　
い　
る　
と　
し　
、　
ま　
た　
二　

次　
的　
考　
慮　
要　
素　
を　
重　
視　
し　
な　
か　
っ　
た　
こ　

と　
も　
反　
対　
し　
て　
い　
る　
。　
ま　
た　
、　

判　
事　
は　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
に　
言　
及　
し　
つ　
つ　

（　
バ　
イ　
オ　
の　
分　
野　
に　
比　
べ　
て　
）　「　
化　
学　
お　

よ　
び　
医　
薬　
の　
物　
質　
（　
特　
許　
）　
は　
、　
し　
ば　

し　
ば　
自　
明　
で　
あ　
る　
と　
さ　
れ　
て　
し　
ま　
う　
」　

と　
述　
べ　
て　
い　
る　
（　
た　
だ　
し　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　

決　
の　
特　
定　
の　
個　
所　
を　
引　
用　
し　
て　
い　
る　
わ　

け　
で　
は　
な　
い　
）　。　
さ　
ら　
に　
、　

判　

事　
は　
、　
多　
数　
意　
見　
が　
文　
言　
上　
「　
試　
み　
る　

の　
が　
自　
明　
」　
基　
準　
を　
否　
定　
し　
な　
が　
ら　
そ　

れ　
を　
根　
拠　
に　
結　
論　
を　
出　
し　
て　
い　
る　
と　

し　
、　「　
試　
み　
る　
の　
が　
自　
明　
」　
基　
準　
は　
本　

件　
に　
お　
い　
て　
は　
極　
め　
て　
限　
定　
的　
し　
か　
適　

用　
し　
て　
は　
な　
ら　
ず　
、　「　
成　
功　
へ　
の　
合　
理　

的　
な　
期　
待　
（　

）　」　
を　
考　
慮　
す　
べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
異　

議　
を　
述　
べ　
た　
。　

(  3  )  

（　
２　
０　
０　
７　
年　
６　
月　

2  8  
日　
、　
タ　
ケ　
ダ　
判　
決　
）　

上　
記　
フ　
ァ　
イ　
ザ　
ー　
Ｉ　
判　
決　
と　
好　
対　
照　

を　
成　
す　
、　医　
薬　
品　
特　
許　
の　
事　
件　
で　
あ　
る　
。　

フ　
ァ　
イ　
ザ　
ー　
Ｉ　
判　
決　
の　
認　
定　
と　
異　
な　

り　
、　
先　
行　
技　
術　
に　
よ　
っ　
て　
は　
「　
特　
定　
さ　

れ　
た　
、　
予　
測　
可　
能　
な　
解　
決　
方　
法　
」　
が　
数　

限　
り　
な　
く　
、　
先　
行　
技　
術　
は　
特　
許　
発　
明　
に　

つ　
い　
て　
教　
示　
を　
与　
え　
て　
い　
な　
い　

（　

）　
と　
し　
て　
、　「　
試　
み　
る　
こ　
と　
が　

明　
白　
」　
と　
は　
言　
え　
ず　
、　
特　
許　
と　
し　
て　
認　

め　
ら　
れ　
る　
と　
結　
論　
付　
け　
た　
。　

(  4  )  

（　
２　
０　
０　
７　

年　
７　
月　
９　
日　
、　
フ　
ァ　
ー　
マ　
ス　

テ　
ム　
判　
決　
）　

問　
題　
の　
特　
許　
は　
、　
臍　
帯　
血　
か　
ら　
取　
得　

し　
た　
幹　
細　
胞　
（　

）　
を　
医　
学　
的　

な　
治　
療　
に　
用　
い　
る　
た　
め　
の　
方　
法　
お　
よ　
び　

物　
質　
特　
許　
で　
あ　
る　
。　
自　
明　
性　
の　
点　
に　
つ　
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い　
て　
は　
、　
裁　
判　
所　
は　
「　
発　
明　
者　
は　
、　
そ　

れ　
以　
前　
は　
強　
く　
疑　
念　
の　
あ　
っ　
た　
、　
臍　
帯　

血　
に　
造　
血　
再　
構　
成　
の　
能　
力　
の　
あ　
る　
こ　
と　

を　
証　
明　
し　
た　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
し　
、　
臍　
帯　

血　
中　
の　
幹　
細　
胞　
の　
存　
否　
に　
つ　
い　
て　
の　
疑　

い　
を　
晴　
ら　
す　
こ　
と　
で　
臍　
帯　
血　
の　
造　
血　
再　

構　
成　
能　
力　
の　
研　
究　
に　
お　
い　
て　
す　
ば　
ら　
し　

い　
進　
歩　
を　
達　
成　
し　
た　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
け　

れ　
ど　
も　
、　
彼　
ら　
の　
行　
っ　
た　
マ　
ウ　
ス　
に　
よ　

る　
実　
験　
と　
得　
た　
結　
論　
は　
、　そ　
の　
性　
質　
上　
、　

発　
明　
と　
は　
い　
え　
な　
い　
。　
む　
し　
ろ　
、　
発　
明　

者　
は　
た　
だ　
型　
通　
り　
の　
研　
究　
方　
法　
（　

）　
に　
よ　
っ　
て　
、　

既　
に　
信　
じ　
ら　
れ　
て　
い　
た　
こ　
と　
を　
証　
明　
し　

た　
に　
過　
ぎ　
な　
い　
」　
と　
し　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　

の
「
通
常
の
過
程
（

）　
で　
生　
じ　
う　
る　
、　
真　
の　
発　
明　

を　
伴　
わ　
な　
い　
進　
展　
（　

）　
に　
対　

し　
て　
特　
許　
を　
付　
与　
す　
る　
こ　
と　
は　
、　
進　
歩　

（　

）　
の　
妨　
げ　
と　
な　
る　
」　
と　
の　

一　
文　
を　
そ　
の　
根　
拠　
と　
し　
て　
引　
用　
し　
た　
。　

も　
っ　
と　
も　
、　
こ　
れ　
に　
対　
し　
て　
は　

判　
事　
の　
強　
い　
反　
対　
意　
見　
が　
付　

さ　
れ　
て　
お　
り　
、　
同　
判　
事　
は　
、　
自　
明　
性　
は　

発　
明　
時　
点　
で　
の　
科　
学　
者　
の　
知　
識　
と　
視　
点　

で　
判　
断　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
ず　
、　
発　
明　
者　

ら　
が　
始　
め　
て　
実　
用　
化　
に　
成　
功　
し　
商　
業　
的　

成　
功　
を　
収　
め　
た　
こ　
と　
を　
強　
調　
し　
た　
。　
そ　

し　
て　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
の　
二　
次　
的　
考　
慮　
要　

素　
に　
言　
及　
し　
た　
部　
分　
が　
、　

判　

事　
に　
よ　
っ　
て　
引　
用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

(  5  )  

（　
２　
０　
０　

７　
年　
1  0  
月　
1  2  
日　
、　
ト　
ラ　
ン　
ス　

ロ　
ジ　
ッ　
ク　
判　
決　
）　

問　
題　
の　
特　
許　
は　
、　
マ　
ル　
チ　
プ　
レ　
ク　
サ　

（　

）　
と　
い　
う　
デ　
ジ　
タ　
ル　
回　

路　
に　
関　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
マ　
ル　
チ　
プ　

レ　
ク　
サ　
と　
は　
、　
複　
数　
の　
入　
力　
ス　
ト　
リ　
ー　

ム　
と　
１　
つ　
の　
出　
力　
ス　
ト　
リ　
ー　
ム　
を　
持　
つ　

電　
子　
回　
路　
で　
あ　
る　
。　
発　
明　
者　
は　
、　
引　
用　

例　
（　
本　
件　
の　
場　
合　
、　
複　
数　
の　
学　
術　
文　
献　

な　
ど　
）　
に　
記　
載　
さ　
れ　
た　
改　
良　
例　
は　
、　
問　

題　
の　
発　
明　
と　
課　
題　
を　
異　
に　
す　
る　
の　
で　
、　

関
連
す
る
先
行
技
術
（

）　
た　
り　
え　
な　
い　
と　
主　
張　
し　
た　

が　
、　
こ　
れ　
に　
対　
し　
て　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
は　
Ｋ　
Ｓ　

Ｒ　
判　
決　
を　
比　
較　
的　
長　
く　
引　
用　
し　
、　
主　
張　

が　
誤　
り　
だ　
と　
し　
た　
。　
す　
な　
わ　
ち　
、　
Ｋ　
Ｓ　

Ｒ　
判　
決　
で　
は　
、　「　
ア　
サ　
ノ　
特　
許　
の　
主　
要　

な　
目　
的　
は　
コ　
ン　
ス　
タ　
ン　
ト　
・　
レ　
イ　
シ　
オ　

の　
課　
題　
を　
解　
決　
す　
る　
こ　
と　
に　
あ　
っ　
た　
か　

ら　
、　
調　
整　
型　
ペ　
ダ　
ル　
に　
セ　
ン　
サ　
を　
付　
加　

す　
る　
こ　
と　
を　
考　
慮　
中　
の　
発　
明　
者　
が　
、　
ア　

サ　
ノ　
・　
ペ　
ダ　
ル　
に　
そ　
れ　
を　
付　
加　
す　
る　
こ　

と　
な　
ど　
考　
え　
る　
動　
機　
付　
け　
は　
な　
い　
と　
、　

裁　
判　
所　
は　
認　
定　
す　
る　
。　
し　
か　
し　
、　
常　
識　

（　

）　
が　
あ　
れ　
ば　
、　
よ　

く　
知　
ら　
れ　
た　
も　
の　
に　
つ　
い　
て　
は　
そ　
の　
主　

要　
な　
目　
的　
以　
外　
に　
も　
明　
白　
な　
用　
途　
を　
教　

示　
し　
得　
る　
の　
で　
あ　
り　
、　
通　
常　
の　
技　
能　
を　

有　
す　
る　
者　
は　
、　
多　
く　
の　
場　
合　
、　
パ　
ズ　
ル　

を　
組　
み　
立　
て　
る　
よ　
う　
に　
複　
数　
の　
特　
許　
か　

ら　
の　
教　
示　
を　
か　
み　
合　
わ　
せ　
る　
こ　
と　
が　
出　

来　
る　
の　
で　
あ　
る　
」　
と　
さ　
れ　
た　
が　
、　
こ　
の　

よ
う
に
「
周
知
事
項
（

）　
と　
常　
識　
（　

）　」　
を　
考　
慮　
す　
る　
こ　
と　
は　
必　
須　

で
あ
り
（
こ
の
部
分
、

を　

引　
用　
）　、　
本　
件　
の　
引　
用　
例　
も　
誰　
で　
も　
知　

り　
う　
る　
も　
の　
で　
あ　
っ　
て　
、　
通　
常　
の　
技　
能　

を　
有　
す　
る　
者　
の　
周　
知　
事　
項　
に　
属　
す　
る　
も　

の　
で　
あ　
る　
こ　
と　
か　
ら　
す　
れ　
ば　
、　
引　
用　
例　

は　
関　
連　
す　
る　
先　
行　
技　
術　
に　
該　
当　
す　
る　
と　

し　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
が　
、　
必　

ず
し
も
「
正
確
な
教
示
（

）　」　
ま　
で　
は　
必　
要　
と　
し　
な　
い　
、　

と　
述　
べ　
た　
こ　
と　
も　
引　
用　
し　
た　
上　
で　
、　
通　

常　
の　
技　
能　
を　
有　
す　
る　
者　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
把　

握　
し　
て　
い　
る　
既　
知　
の　
技　
術　
事　
項　
を　
利　
用　

し　
て　
問　
題　
の　
解　
決　
を　
図　
る　
で　
あ　
ろ　
う　
か　

ら　
、　
引　
用　
例　
記　
載　
の　
回　
路　
を　
利　
用　
す　
る　

こ　
と　
は　
明　
白　
で　
あ　
る　
と　
し　
た　
。　

６　．　
検　
討　

Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
後　
の　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
裁　
判　

例　
の　
数　
は　
ま　
だ　
少　
な　
い　
と　
は　
い　
え　
、　
新　

審　
査　
基　
準　
の　
公　
表　
、　
数　
多　
く　
の　
地　
裁　
判　

例　
な　
ど　
、　
徐　
々　
に　
材　
料　
が　
整　
っ　
て　
き　
た　

こ　
と　
か　
ら　
、　
米　
国　
特　
許　
実　
務　
界　
・　
学　
界　

で　
は　
、　
ポ　
ス　
ト　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
の　
特　
許　
実　
務　
を　

分　
析　
・　
動　
向　
を　
探　
る　
講　
演　
・　
討　
論　
会　
な　

ど　
が　
盛　
ん　
に　
な　
っ　
て　
き　
た　
。　
日　
本　
企　

業　
・　
実　
務　
家　
も　
、　
今　
後　
の　
展　
開　
、　
特　
に　

Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
裁　
判　
例　
の　
動　
向　
を　
注　
視　
す　

る　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　

仮　
に　
、　
従　
来　
は　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
が　
硬　

直　
的　
に　
適　
用　
さ　
れ　
、　
す　
な　
わ　
ち　
教　
示　
、　

示　
唆　
、　
動　
機　
付　
け　
を　
示　
す　
証　
拠　
が　
な　
い　

限　
り　
は　
自　
明　
性　
を　
認　
め　
る　
の　
が　
実　
務　
で　

あ　
っ　
た　
と　
す　
る　
な　
ら　
ば　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　

以　
降　
は　
、　
非　
自　
明　
性　
の　
認　
定　
は　
厳　
し　
く　

な　
る　
と　
い　
え　
る　
だ　
ろ　
う　
。　
し　
か　
し　
、　
Ｋ　

Ｓ　
Ｒ　
以　
前　
の　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
裁　
判　
例　
に　
お　

い　
て　
、　
全　
て　
の　
案　
件　
で　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　

の　
硬　
直　
的　
な　
適　
用　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　
た　
と　

は　
一　
概　
に　
言　
え　
な　
い　
。　
事　
実　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　

判　
決　
の　
枠　
組　
み　
を　
先　
取　
り　
す　
る　
よ　
う　
な　

Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
裁　
判　
例　
が　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
以　
前　

に　
も　
出　
さ　
れ　
て　
い　
た　
と　
聞　
く　
（　
注　
８　
）　。　

確　
か　
に　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
以　
後　
の　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　

Ｃ　
の　
裁　
判　
例　
で　
は　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
を　
引　
用　

し　
て　
特　
許　
を　
無　
効　
と　
し　
た　
も　
の　
が　
多　
い　

が　
、　
個　
々　
の　
案　
件　
内　
容　
を　
具　
体　
的　
に　
検　

討　
す　
れ　
ば　
、　
た　
と　
え　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
以　
前　

で　
あ　
っ　
て　
も　
同　
様　
の　
結　
論　
が　
導　
か　
れ　
た　

で　
あ　
ろ　
う　
案　
件　
も　
多　
い　
と　
思　
わ　
れ　
る　
。　

し　
た　
が　
っ　
て　
、　少　
な　
く　
と　
も　
現　
時　
点　
で　
、　

米　
国　
特　
許　
法　
の　
自　
明　
性　
の　
実　
体　
的　
な　
判　

断　
基　
準　
が　
大　
き　
く　
変　
更　
さ　
れ　
た　
と　
は　
、　

断　
定　
し　
な　
い　
ほ　
う　
が　
い　
い　
だ　
ろ　
う　
。　
米　

国　
で　
も　
、　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
に　
は　
大　
き　
な　
変　
化　

は　
な　
い　
と　
い　
う　
見　
方　
が　
提　
起　
さ　
れ　
て　
い　

る　
よ　
う　
で　
あ　
る　
（　
注　
９　
）　。　

な　
お　
、　
未　
だ　
少　
数　
の　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
裁　
判　

例　
お　
よ　
び　
審　
判　
部　
の　
審　
判　
例　
の　
中　
に　
、　

い　
く　
つ　
か　
の　
化　
学　
分　
野　
の　
事　
例　
が　
含　
ま　

れ　
て　
い　
る　
の　
は　
興　
味　
深　
い　
。　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　

決　
で　
「　
試　
み　
る　
の　
が　
自　
明　
」　
に　
よ　
っ　
て　

自　
明　
性　
を　
認　
定　
す　
る　
こ　
と　
も　
可　
能　
で　
あ　
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る　
と　
明　
言　
し　
た　
こ　
と　
が　
、　
ど　
の　
よ　
う　
に　

影　
響　
す　
る　
の　
か　
、　
フ　
ァ　
イ　
ザ　
ー　
Ｉ　
・　
I  I  

判　
決　
と　
タ　
ケ　
ダ　
判　
決　
が　
結　
論　
を　
分　
け　
る　

論　
点　
で　
も　
あ　
る　
し　
、　
化　
学　
・　
医　
薬　
の　
分　

野　
で　
「　
試　
み　
る　
の　
が　
自　
明　
」　
基　
準　
が　
積　

極　
的　
に　
使　
わ　
れ　
る　
と　
、　
非　
自　
明　
性　
の　
実　

体　
的　
な　
レ　
ベ　
ル　
に　
影　
響　
が　
あ　
る　
か　
も　
し　

れ　
な　
い　
。　
今　
後　
、　
ど　
の　
よ　
う　
な　
場　
合　
に　

「　
試　
み　
る　
の　
が　
自　
明　
」　
基　
準　
が　
使　
わ　
れ　

る　
の　
か　
は　
、　興　
味　
深　
い　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
り　
、　

注　
視　
が　
必　
要　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
な　
お　
、　
フ　
ァ　

イ　
ザ　
ー　
Ｉ　
・　
I  I  
判　
決　
は　
、　
時　
期　
的　
に　
は　

ち　
ょ　
う　
ど　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
を　
は　
さ　
ん　
で　
は　

い　
る　
が　
結　
論　
は　
変　
わ　
ら　
な　
か　
っ　
た　
の　
も　

興　
味　
深　
い　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
て　
、　
米　
国　
特　
許　
商　
標　
庁　

で　
は　
、　
新　
審　
査　
基　
準　
・　
新　
先　
例　
の　
公　
表　

な　
ど　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
以　
降　
生　
じ　
た　
変　
化　

は　
大　
き　
い　
。　
こ　
れ　
は　
、　
従　
来　
か　
ら　
米　
国　

特　
許　
商　
標　
庁　
の　
具　
体　
的　
な　
実　
務　
は　
、　
Ｃ　

Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　
裁　
判　
例　
に　
よ　
り　
直　
接　
的　
に　
依　

拠　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
当　
然　
の　
こ　
と　

と　
思　
わ　
れ　
る　
。　
よ　
り　
具　
体　
的　
に　
は　
、　
米　

国　
特　
許　
商　
標　
庁　
に　
対　
す　
る　
出　
願　
手　
続　
に　

お　
い　
て　
、　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
以　
外　
の　
理　
由　

に　
よ　
っ　
て　
自　
明　
で　
あ　
る　
と　
し　
て　
出　
願　
が　

拒　
絶　
さ　
れ　
る　
可　
能　
性　
も　
あ　
ろ　
う　
。　
し　
か　

し　
非　
自　
明　
性　
と　
い　
う　
要　
件　
の　
性　
質　
上　
、　

先　
行　
技　
術　
か　
ら　
の　
教　
示　
・　
示　
唆　
・　
動　
機　

付　
け　
の　
有　
無　
が　
今　
後　
も　
最　
重　
要　
の　
問　
題　

で　
あ　
る　
こ　
と　
に　
は　
変　
わ　
り　
な　
い　
だ　
ろ　

う　
。　最　

後　
に　
、　
特　
許　
訴　
訟　
に　
お　
け　
る　
特　
許　

の　
有　
効　
性　
の　
推　
定　
（　

）　

に　
関　
し　
て　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
も　
判　
断　
は　
示　

し　
て　
い　
な　
い　
も　
の　
の　
、　
特　
許　
出　
願　
手　
続　

中　
で　
先　
行　
技　
術　
が　
未　
提　
出　
で　
あ　
っ　
た　
場　

合　
に　
は　
推　
定　
の　
付　
与　
を　
考　
え　
直　
す　
こ　
と　

を　
示　
唆　
す　
る　
文　
言　
が　
あ　
る　
こ　
と　
を　
、　
付　

記　
し　
て　
お　
く　
（　

）　（　
注　
1  0  
）　。　

注　１　
　　
日　
本　
国　
内　
の　
紙　
媒　
体　
に　
よ　
る　
も　
の　
だ　
け　

で　
も　
、　
相　
田　
義　
明　
「　
発　
明　
の　
進　
歩　
性　
・　
非　
自　

明　
性　
に　
つ　
い　
て　
｜　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
米　
国　
連　
邦　
最　
高　
裁　

判　
決　
に　
接　
し　
て　
（　
連　
載　
・　
知　
的　
財　
産　
法　
の　
新　

潮　
流　
〈　
Ｉ　
Ｔ　
法　
編　
④　
〉　）　」　
ジ　
ュ　
リ　
ス　
ト　
１　
３　

３　
９　
号　
１　
４　
３　
頁　
、　
淺　
見　
節　
子　
「　
発　
明　
の　
非　

自　
明　
性　
が　
争　
わ　
れ　
た　
連　
邦　
最　
高　
裁　
判　
決　
に　
つ　

い　
て　
」　
知　
財　
研　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
7  0  
号　
4  2  
頁　
、　
末　

吉　
剛　
「　
米　
国　
知　
財　
重　
要　
判　
例　
紹　
介　
第　
４　
回　

連　
邦　
最　
高　
裁　
、　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
で　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
の　

厳　
格　
な　
Ｔ　
Ｓ　
Ｍ　
テ　
ス　
ト　
に　
警　
鐘　
を　
な　
ら　
す　
」　

国　
際　
商　
事　
法　
務　
3  5  
巻　
７　
号　
１　
０　
０　
１　
頁　
な　
ど　

が　
あ　
る　
。　

２　
　　

。　

３　
　　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
、　
判　
決　
理　
由　
I  I  
Ｂ　
、　
第　
１　

パ　
ラ　
グ　
ラ　
フ　
。　

４　
　　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
、　
判　
決　
理　
由　
I  I  
Ｂ　
、　
第　
２　

お　
よ　
び　
第　
３　
パ　
ラ　
グ　
ラ　
フ　
。　

５　
　　
本　
件　
に　
関　
す　
る　
米　
国　
特　
許　
商　
標　
庁　
の　
Ｕ　

Ｒ　
Ｌ　
は　

上　
記　
ウ　
ェ　
ブ　
サ　
イ　

ト　
か　
ら　
、　
新　
審　
査　
基　
準　
に　
も　
ア　
ク　
セ　
ス　
可　
能　

で　
あ　
る　
。　

６　
　　

７　
　　
吉　
田　
直　
樹　
「　

米　
国　
最　
高　

裁　
Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
事　
件　
後　
、　
Ｃ　
Ａ　
Ｆ　
Ｃ　
が　
自　
明　
性　
を　

判　
断　
」　

企　
業　
法　
務　
２　
０　
０　
７　
年　
2  0  
号　
に　

紹　
介　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

８　
　　
前　
記　

は　
、　
そ　
の　

例　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

９　
　　
例　
え　
ば　
、　

ス　

タ　
ン　
フ　
ォ　
ー　
ド　
大　
学　
ロ　
ー　
ス　
ク　
ー　
ル　
客　
員　
教　

授　
の　
ア　
メ　
リ　
カ　
知　
的　
財　
産　
法　
協　
会　

（　

）　
の　
２　
０　
０　
７　
年　
年　
次　
総　
会　
に　

お　
け　
る　
講　
演　

。　

1  0  

Ｋ　
Ｓ　
Ｒ　
判　
決　
、　
判　
決　
理　
由　
I  I  
Ｂ　
、　
第　
６　

パ　
ラ　
グ　
ラ　
フ　
。　

井　
口　
直　
樹　
（　
い　
ぐ　
ち　
　　
な　
お　
き　
）　

ア　
ン　
ダ　
ー　
ソ　
ン　
・　
毛　
利　
・　
友　
常　
法　
律　
事　
務　
所　

（　
東　
京　
）　。　
日　
本　
弁　
護　
士　
お　
よ　
び　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　

ク　
州　
司　
法　
試　
験　
合　
格　
。　
東　
京　
大　
学　
大　
学　
院　
法　

学　
政　
治　
学　
研　
究　
科　
修　
士　
課　
程　
修　
了　
、　
北　
京　
語　

言　
大　
学　
留　
学　
（　
中　
国　
語　
研　
修　
）　、　
ス　
タ　
ン　
フ　
ォ　

ー　
ド　
大　
学　
ロ　
ー　
ス　
ク　
ー　
ル　
修　
士　
課　
程　
修　
了　
。　

専　
門　
は　
特　
許　
侵　
害　
訴　
訟　
を　
中　
心　
と　
す　
る　
知　
的　

財　
産　
案　
件　
、　
技　
術　
の　
関　
連　
す　
る　
取　
引　
紛　
争　
案　

件　
。　
英　
語　
・　
中　
国　
語　
に　
堪　
能　
。　
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